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大
洲

⑥
新
谷
・
恋
木
地
区

市
街
地
の
北
東
、
新
ハ
〈
ロ
の
北
に
あ
る

の
が
恋
木
地
区
で
す
。

南
に
面
し
た
斜
面
に
広
が
る
こ
の
地

区
は
、
水
分
の
必
要
な
針
葉
樹
に
あ
ま

り
適
し
ま
せ
ん
。
昔
か
ら
、

H

恋
の
木

は
木
、
が
恋
し
い
μ

と
い
わ
れ
、
木
の
恋

し
い
地
域
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
、
恋
木

に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
伝
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

現
在
五
十
一
喧
帯
、
百
十
人
が
生
活

し
て
い
ま
す
。
大
半
、
が
農
家
で
、
タ
バ

コ
、
し
い
た
け
な
ど
を
栽
培
し
て
い
ま

す
。
こ
の
地
区
に
は
、
今
な
お
昔
か
ら
の

伝
統
が
残
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
若
葉
会
(
農
業
後
継
者
の
集

ま
り
)
は
、
毎
年
夏
に
花
火
大
会
を
行

っ
て
い
ま
す
。

斜面にタバコ畑の広がる恋木地区
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(2) 

6月定例市議会

補
正
予
算
額

十
億

おおず

第
百
七
十
一
固
定
例
市
議
会
は
、
六
月
二
十
一
日
か

ら
三
十
日
ま
で
の
十
日
間
の
会
期
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

今
回
の
議
会
で
は
、
昭
和
五
+
七
年
度
の
補
正
予
算

案
六
件
、
条
例
関
係
九
件
、
そ
の
他
四
件
の
計
十
九

議
案
と
請
願
八
件
、
陳
情
八
件
が
提
出
さ
れ
、
議
案
に

つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

広報

開
会
に
あ
た
り
近
田
市
長
は
、
提
案

理
由
の
説
明
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
中

で
、
市
庁
舎
の
建
設
に
つ
い
て
は
、
計

画
ど
お
り
進
展
し
て
い
ま
す
。

庁
舎
の
建
設
に
伴
い
、
仮
庁
舎
の

改
造
・
移
転
お
よ
び
現
有
庁
舎
の

解
体
事
業
を
実
施
す
る
に
際
し
、
市
民

の
み
な
さ
ん
に
ご
不
便
の
か
か
ら
な
い

よ
う
最
善
の
努
力
を
し
ま
す
と
あ
い
さ

つ
を
行
い
ま
し
た
。

構
正
予
算
の
概
要

メ入
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回
提
出
し
た
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章民憲大洲市

千
八
百
万
円

を
軸
に
編
成
し
ま
し
た
。

ま
た
、
国
に
お
い
て
は
、
行
財
政
の

徹
底
し
た
合
理
化
、
効
率
化
を
図
る
方

針
を
打
ち
出
し
て
お
り
ま
す
。
太
洲
市

に
わ
い
て
も
、
行
財
政
の
簡
素
効
率
化

を
進
め
る
と
同
時
に
積
極
的
に
事
業
の

遂
行
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

今
凶
の
補
正
額
は
一
般
会
計
、
特
別

会
計
、
企
業
会
計
を
-
合
わ
せ
て
十
億
一

千
八
百
六
万
円
で
、
本
年
度
予
算
の
累

計
は
百
二
十
億
二
千
四
百
七
十
一
二
万
円

と
な
り
、
昨
年
同
期
に
比
べ
、
一
億
五

千
八
百
二
十
四
万
円
(
一
・
一
一
一
%
)
の

増
と
な
っ
で
い
ま
す
。

荷受

ム一
A

計

今
回
、
十
億
六
千
八
百
五
十
万
円
を

補
正
し
て
、
一
般
会
計
の
予
算
総
額
は

八
十
三
億
九
百
五
十
万
円
と
な
り
ま
し

た
。
前
年
同
期
と
比
べ
る
と
九
千
三
百

二
十
三
万
円
(
一
・
一
%
)
の
増
で
す
。

補
正
予
算
の
主
な
内
容
は
I
l
-
-

総
務
費
で
は
、
庁
舎
建
設
に
伴
う
改
造

移
転
費
な
ど
に
七
千
百
六
十
八
万
円
。

市
議
会
議
員
選
挙
費
と
し
て
、
五

百
五
十
万
円
。
こ
れ
は
、
選
挙
ポ
ス
タ

ー
掲
示
場
の
設
置
費
な
ど
で
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
費
と
し
て
、
集

会
所
建
設
費
に
三
千
二
百
九
十
万
円
。

地
区
は
、
徳
森
・
土
肥
(
百
二
十
六
・

三
五
平
方
い
川
)
、
三
一
存
・
田
辺
(
七
十
四

・
八
七
平
方
い
川
)
、
菅
田
・
貫
小
屋
(
五

十
五
・
九
五
平
方
い
川
)
、
菅
田
・
朝
日

(
九
十
八
・
六
一
平
方
い
川
)
、
八
多
喜
-

米
津
(
四
十
六
・
四
八
平
方
灯
)
の
五

地
区
で
す
。
当
初
に
計
上
し
た
三
善
・

西
山
、
南
久
米
・
黒
木
と
併
せ
て
A
7
年

度
は
七
地
区
に
集
会
所
を
建
設
し
ま
す
。

ま
た
、
八
多
喜
・
田
の
久
保
、
八
多

宣

7
伊
川
子
、
大
川
・
大
貸
、
柚
木
二

十
区
二
十
一
区
西
の
集
会
所
改
築
事
業

補
助
金
に
六
百
二
十
万
円
。

民
生
費
で
は
、
地
域
改
葬
対
策
事
業
に

一
億
六
千
九
百
三
十
三
万
円
を
補
正
。

農
林
水
産
費
で
は
、
農
業
構
造
改
正
止
門
事

業
費
と
し
て
、
小
笹
農
道
(
多
国

1
上

須
戒
)
整
備
に
七
千
万
円
。
広
域
営
農

団
地
農
道
整
備
事
業
と
し
て
、
黒
木
、

野
佐
来
、
西
大
洲
道
路
改
良
に
四
千
二

百
三
十
六
万
円
。

林
業
振
興
費
と
し
て
、
打
越
林
道
開

設
事
業
に
三
千
四
百
三
十
六
万
円
。
打

越
林
道
は
、
全
長
二
千
二
百
引
で
、
五

十
九
年
度
完
成
予
定
で
す
。

商
工
費
で
は
、
一
二
善
地
区
有
線
放
送
施

設
整
備
事
業
に
一
千
九
百
五
十
八
万
円
。

土
木
費
で
は
、
道
路
新
設
改
良
費
と
し

て
一
億
七
千
三
百
八
十
万
円
。
内
訳
は
、

県
単
補
助
の
整
備
事
業
の
黒
木

1
野
佐

来
線
に
一
千
万
円
、
野
佐
来
線
に
一
千

万
円
。
地
域
振
興
道
路
整
備
事
業
の
長

谷
1
梅
川
線
、
野
地
線
、
冨
元
線
に
そ

れ
ぞ
れ
一
千
万
円
。
辺
地
対
策
事
業
の

長
谷
1
大
回
線
、
舟
原
線
ほ
か
三
線
に

三
千
五
百
万
円
。
臨
時
地
方
道
整
備
事

業
に
八
千
万
円
。
市
単
独
事
業
の
道
路

舗
装
原
材
料
支
給
(
生
コ
ン
資
材
)
費
に

五
百
万
円
。

橋
り
ょ
う
新
設
改
良
費
と
し
て
、
峠

橋
改
良
事
一
業
費
に
一
億
九
百
八
十
万
円
。

都
市
下
水
路
費
と
し
て
、
八
多
喜
・

上
町
地
区
下
排
水
路
整
備
事
業
費
に
六

百
万
円
、
市
単
独
排
水
路
整
備
事
業
費

の
追
加
に
五
百
万
円
(
全
体
二
千
万
円
)
。

公
園
整
備
費
と
し
て
、
冨
士
山
つ
つ

じ
公
園
夜
間
照
明
施
設
整
備
費
に
三
百

四
十
万
円
。
徳
森
地
区
の
児
童
公
園
整

備
費
に
四
千
二
百
万
円
。

消
防
費
で
は
、
下
松
尾
、
平
坂
、
多
田

下
、
奥
深
井
に
設
置
す
る
防
火
水
槽
建

設
事
業
費
に
一
千
百
七
十
四
万
円
。
ポ

ン
プ
蔵
置
所
お
よ
び
詰
所
を
粟
津
、
菅

田
、
大
川
分
凶
に
新
築
す
る
た
め
に
七

百
万
円
。

教
育
費
で
は
、
新
谷
小
学
校
校
舎
新
増

改
築
事
業
に
一
億
一
二
千
六
百
八
万
円
。

校
舎
は
、
鉄
筋
二
階
建
改
築
七
百
九
十

一
市
工
刀
灯
、
増
築
九
十
五
平
方
灯
で
す
。

柳
沢
公
民
館
建
設
事
業
(
鉄
筋
二
階

建
四
百
五
十
平
方
灯
)
に
六
千
六
百
三

十
二
万
円
。

条

倒

関

係

大
洲
市
農
村
定
住
促
進
セ
ン
タ
ー
設
置

条
例八
多
喜
地
区
に
設
置
し
た
大
洲
市
農

村
定
住
促
進
セ
ン
タ
ー
の
管
理
運
営
に

必
要
な
事
項
を
定
め
た
も
の
で
す
。

大
洲
市
立
柳
沢
公
民
館
建
設
委
員
会
条

丈

7
大
洲
市
立
柳
沢
公
民
館
の
建
設
に
と

も
な
い
、
執
行
機
関
の
附
属
機
関
と
し

て
委
員
会
を
設
置
す
る
も
の
で
す
。

※
へ
続
く



おおず

農
村
地
域
に
お
い
て
農
林
業
の
振
興
と
地
域
住

民
の
交
流
場
所
で
あ
る
「
大
洲
市
農
村
定
住
促
進

セ
ン
タ
ー
」
が
八
多
喜
地
区
に
こ
の
ほ
ど
完
成
し
、

七
月
三
日
午
前
十
時
か
ら
、
同
所
に
お
い
て
落
成

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

八
多
喜
地
区
に
完
成
し
た
農
村
定
住

促
進
セ
ン
タ
ー
は
、
農
村
地
域
定
住
促

進
対
策
事
業
の
一
環
と
し
て
建
設
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
、
地
域
住
民
の

活
動
意
識
を
高
め
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

育
成
と
農
林
業
振
興
の
拠
点
施
設
を
作

り
、
地
域
住
民
の
身
心
と
も
健
康
で
生

産
性
豊
か
な
地
域
を
育
て
る
こ
と
を
目

的
に
し
て
い
ま
す
。

新
し
い
セ
ン
タ
ー
は
、
昨
年
十
二
月

に
着
工
、
六
月
に
完
成
し
ま
し
た
。
一
卒

業
費
は
、
九
千
六
百
四
十
万
円
、
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
二
階
建
、
七
百
八
十

四
・
五
六
平
方
日
で
す
。
こ
の
近
代
的

建
物
に
は
、
一
階
に
図
書
室
、
研
修
室

実
習
室
、
事
務
室
、
二
階
に
集
会
ホ
ー

ル
(
二
百
十
四
・
七
七
平
方
川
)
、
調
理

室
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
今
後
、
こ
の
施

設
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
の
基
本

と
な
る
、
組
織
守
つ
く
り
、
地
域
社
会
の

交
流
、
高
齢
者
の
創
作
活
動
の
場
と
し

て
、
ま
た
農
林
業
従
事
者
の
研
修
、
集

会
の
場
と
し
て
活
用
さ
れ
る
も
の
と
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。

広報明るい市づくりにつとめる

円
水
と
緑
と
桜
の
町
ω

の
拠
点
と
し
て

郷土を愛し、

八多喜・元町

兵頭典次さん (66歳)

八
多
喜
地
区
住
民
の
長
年
の
願
い
で

あ
っ
た
多
目
的
集
会
施
設
・
大
洲
市
農

村
定
住
促
進
セ
ン
タ
ー
が
、
市
お
ら
び
に

関
係
各
機
関
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り

完
成
い
た
し
ま
し
た
こ
と
に
対
し
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

庁
水
と
緑
と
桜
の
町
H

八
多
喜
地
区

は
、
以
前
よ
り
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り

(3) 

近代的な農村定住促進センター

と
り
わ
け
「
ふ
る
さ
と
や
つ
く
り
し
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
こ
の

近
代
的
万
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
と
し
て
、

よ
り
一
層
活
動
の
輪
を
広
げ
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

こ
の
地
医
に
住
ん
で
い
る
一
人
ひ
と

り
が
魅
力
を
感
じ
る
H

心
の
か
よ
う
ふ

る
さ
と
H

を
目
指
し
て
、
地
域
の
時
代

に
即
応
す
る
活
動
を
展
開
し
て
ま
い
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

圃
大
洲
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部

一
改
正

一
地
方
税
の
一
部
改
正
お
よ
び
保
険
給

一
付
の
確
保
と
被
保
険
者
負
担
の
公
平
化

…
を
図
る
た
め
に
一
部
改
正
を
行
い
ま
し

…
た
。
一
※
改
正
点
に
つ
い
て
は
、
九
頁
に
解
説

一
し
で
あ
り
ま
す
。

…
大
洲
市
民
交
通
傷
害
保
障
条
例
の
一
部

…
改
正

一
市
民
交
通
傷
害
保
険
の
保
険
金
額
を

一
改
定
す
る
も
の
で
す
。
(
)
は
旧
。

一
・
死
亡
の
と
き
百
万
円
(
八
十
万
円
)

一
・
後
遺
障
害
の
と
き

…

百

万

円

(

五

十

万

円

)

…
昭
和
五
十
七
年
四
月
一
日
以
降
に
事

…
故
が
発
生
し
た
も
の
か
ら
適
用
さ
れ
ま

一
O

」
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人

事

件

案

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

上
岡
和
雄
、
大
川
教
子
委
員
が
七
月

十
五
日
で
任
期
満
了
と
な
る
の
で
、
後

任
の
委
員
を
推
薦
す
る
も
の
で
す
。

新
し
い
委
員
は
次
の
人
で
す
。

-
伊
達
鹿
芳
(
菅
田
・
六
十
一
歳
)
新
任

・
大
川
教
子
(
平
野
・
六
十
七
歳
)
再
任

任
期
は
三
年
で
す
。
大
洲
市
の
人
権

擁
護
委
員
は
、
新
任
を
含
め
て
五
人
で

す
。
他
は
次
の
人
で
す
0

・
兵
頭
義
高
(
中
村
)

・
兵
頭
典
次
(
八
多
喜
)

・
矢
野
嘉
彦
(
新
谷
)

力
を
わ
願
い
い
た
し
ま
す
。

仮
庁
舎
の
配
置
は
次
の
と
お
り
で

す。市
民
会
館
市
長
室
、
助
役
室
、
収

入
役
室
、
市
長
公
室
、
市
民
課
、

会
計
課
、
税
務
課
、
福
祉
事
務
所
。

プ
レ
ハ
ブ
総
務
財
政
謀
、
産
業
経

済
部
。

旧
公
会
堂
建
設
部
、
教
育
委
員
会
。

授
産
場
社
会
福
祉
協
議
会
、
自
衛

隊
、
青
年
会
議
所
、
母
子
福
祉
会
、

愛
育
ホ
l
ム。

詳
し
く
は
、
広
報
九
川
刀
に
で
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

九
月
か
ら
仮
庁
舎
で
事
務

新
庁
舎
建
設
に
と
も
な
い

現
在
位
置
に
新
庁
舎
を
建
設
す
る

の
に
と
も
な
い
現
庁
舎
を
取
り
壊
す

こ
と
に
な
り
、
九
月
上
旬
か
ら
仮

庁
舎
で
事
務
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。仮
庁
舎
へ
の
移
転
は
、
九
月
上
旬

に
行
い
ま
す
。

仮
庁
舎
は
、
市
民
会
館
、
市
民
会

館
裏
プ
レ
ハ
ブ
(
二
棟
)
、
川
公
会

堂
、
現
有
庁
舎
の
一
部
、
段
産
場
の

五
か
所
に
分
散
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
新
庁
舎
完
成
ま
で
の
し
ば
ら
く

の
問
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
は
、
こ

迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
ご
協



(4) おおず

ある重み

広報I奇い教養を身につける。

の一票に

健康なからだをっくり、

いい政治こ
〈選挙法ひとくちメモ〉

賠
10月28
市議会議員選挙を前に

政治家や候補者などが

お中]じゃ'tHtなと金品乞噌る
ことはルールl主「えですニ

投
政治家や候補者なとに
お守宅 1)のtH寸なと-JZI11[1，~ _'_kめ
ることも禁じ勺 1しています}

A

ふれ
政 fi家や候補荷主とから
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十
月
二
日
(
土
)
は
、
大
洲
市
議
会
議
員
選
挙
の
投
票
日
で
す
。

市
議
会
議
員
の
選
挙
は
、
わ
た
し
た
ち
の
暮
ら
し
の
願
い
を
政
治

に
反
映
さ
せ
る
最
も
身
近
な
機
会
で
あ
り
、
わ
た
し
た
ち
の
一
票
は

暮
ら
し
を
よ
く
す
る
た
め
の
貴
重
な
円
意
思
表
示
H

で
す
。

こ
れ
か
ら
の
身
近
な
政
治
を
任
せ
る
人
を
選
ぶ
に
あ
た
っ
て
、
わ

た
し
た
ち
は
、
冷
静
に
悔
い
の
な
い
一
票
を
投
じ
た
い
も
の
で
す
。

そ
し
て
、
み
ん
な
の
一
票
が
正
し
く
政
治
に
生
か
さ
れ
る
た
め
に
は
、

選
挙
は
正
し
く
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

十
月
二
日
の
市
議
会
議
員
選
挙
を
前
に
、
公
正
で
き
れ
い
な
選
挙

を
実
施
す
る
た
め
の
ル
ー
ル
の
い
く
つ
か
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

ノノ き

ニニれ

かなー
~ ~、ば

り運選
動挙
/は

現
職
の
議
員
は
も
ち
ろ
ん
、
候
補
者

や
立
候
補
の
意
志
の
あ
る
人
が
、
選
挙

区
内
の
人
に
対
す
る
寄
附
は
、
親
族
に

対
す
る
場
合
な
ど
の
特
別
な
ケ
i
ス
を

除
い
て
、
い
か
な
る
名
義
で
あ
ろ
う
と

い
っ
さ
い
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
わ
た
し
た
ち
有
権
者
も
、
寄

附
を
求
め
た
り
、
受
け
取
っ
た
り
し
て

は
い
け
な
い
の
で
、
十
分
注
意
し
ま
し

ょ与
7
0
候
補
者
や
政
治
家
な
ど
の
寄
附
に
つ

い
て
は
、
選
挙
の
と
き
は
も
と
よ
り
常

日
ご
ろ
か
ら

贈
ら
な
い

求
め
な
い

受
け
取
ら
な
い

の
ゴ
互
い
運
動
υ

で
「
き
れ
い
な
選

挙
し
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

投
票
で
き
る
人

マ
年
齢
昭
和
二
一
ト
七
年
十
月
三
日
以

前
に
生
ま
れ
た
人
o

v住
所
昭
和
五
十
七
年
六
月
二
十
一

日
以
前
か
ら
住
民
基
本
台
帳

に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
で
、

引
き
続
き
住
ん
で
い
る
人
。

選
挙
の
日
程

マ
投
票
日
十
月
二
日
(
土
)

午
前
七
時
1
午
後
六
時

γ止
候
補
届
山
事
務
説
明
会

@
九
月
八
円
(
中
小
)
午
後
一
時
1

@
大
洲
市
立
中
央
公
民
館

v
I候
補
届
出
期
間

@
九
月
一
一
ト
一
一
円
、
二
十
三
日
の
午
前

八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時
ま
で
o

v
告
示
日
九
月
二
十
二
日
。

V
基
準
日
・
登
録
E

九
月
二
十
一
日
o

v
選
挙
運
動
期
間
立
候
補
の
届
出
を

し
て
か
ら
投
票
日
の
前
日
ま
で
。

V
不
在
者
投
票
期
間

九
月
二
十
二
日
午
前
八
時
三
十
分
か

ら
十
月
一
日
午
後
五
時
ま
で
。

公
営
ポ
ス
タ
ー
掲
示
場
が

設
置
さ
れ
ま
す

今
回
の
選
挙
で
は
、
市
内
二
十
六
投

票
反
に
百
六
十
一
か
所
の
公
営
ポ
ス

タ
ー
掲
示
場
が
設
置
さ
れ
ま
す
。

選
挙
運
動
用
ポ
ス
タ
ー
は
、
こ
の
掲

示
場
以
外
に
は
張
れ
な
い
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
掲
示
板
や
ポ
ス
タ
ー
を
破

損
し
な
い
よ
う
ご
協
力
を
ム
お
願
い
し
ま

す。

次
の
よ
う
な
投
票
は
、
無
効
で
す
。

マ
投
票
用
紙
以
外
の
用
紙
、
た
と
え
ば
、

入
場
券
や
普
通
の
紙
や
名
刺
な
ど
に

候
補
者
の
氏
名
を
書
い
て
投
票
し
た

も
の
。

V
二
人
以
上
の
候
補
者
の
氏
名
を
書
い

た
も
の
o

v
候
補
者
の
氏
名
の
ほ
か
に
、
余
計
な

こ
と
を
書
い
た
も
の
。
た
と
え
ば
、

・
氏
名
を
、

Q
や「
L

(

)

印
な
ど
で

囲
ん
だ
も
の
。

-
氏
名
の
下
に
「
へ
」
「
え
し

へ
」
な
ど
と
書
い
た
も
の
。

「
さ
ん

V
候
補
者
の
氏
名
を
白
書
し
な
い
も
の
。

た
と
え
ば
ゴ
ム
印
を
使
用
し
た
も
の
。

桝側勺

お選 2

明言i
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こ
ん
な
選
挙
運
動
は

“

違

反

おおず

選
挙
運
動
が
で
き
る
の
は
、
原
則
と

し
て
、
立
候
補
届
け
出
が
す
ん
だ
と
き

か
ら
、
投
票
日
の
前
日
ま
で
で
す
。

選
挙
運
動
は
本
来
、
自
由
で
あ
る
べ

き
で
す
が
、
公
正
な
選
挙
を
行
う
た
め

に
は
、
あ
る
程
度
の
制
限
は
や
む
を
得

ま
せ
ん
の
で
、
公
職
選
挙
法
で
い
く
つ

か
の
制
限
が
加
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

広報

F 

別

訪

問

有
権
者
の
家
を
た
ず
ね
て
、
投
票
の

依
頼
を
し
た
り
、
ま
た
は
投
票
を
さ
せ

く
一
な
い
よ
う
に
依
頼
す
る
よ
う
な
行
為
は
、

鑑
ム
一
「
戸
別
訪
問
」
と
し
て
す
べ
て
禁
止
さ

佐
一
れ
て
い
ま
す
。

長
一
こ
の
場
合
コ
戸
別
じ
と
は
、
必
ず
し

家一と
一
も
有
権
者
宅
に
限
ら
ず
会
社
や
工
場
な

土
一
ど
も
含
ま
れ
ま
す
。

郡一
品
川
よ
か一豊み励産生

f;fぎ
(5) 

99 

で
す

こ
の
な
か
で
、
候
補
者
、
運
動
員
、

有
権
者
の
区
別
を
間
わ
ず
、
す
べ
て
の

人
に
対
し
て
、
原
則
と
し
て
「
禁
止
さ

れ
て
い
る
選
挙
運
動
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ

て
て
み
ま
し
た
。
次
の
行
為
は
、
選
挙

違
反
と
な
り
ま
す
の
で
、
十
分
注
意
し

ま
し
ょ
h

フ。

「
官
名

運

動

-

i一一一一一rI票(;1自介の意思」

あ
る
特
定
の
候
補
者
の
た
め
に
、
投

票
依
頼
の
署
名
を
集
め
る
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
、
ハ
む
さ
ん
に
投
票
し
な
い
と
い

う
趣
旨
の
署
名
を
集
め
る
こ
と
も
で
き

ま
せ
ん
。
戸
別
訪
問
し
て
署
名
を
集
め
る
の
は

も
ち
ろ
ん
、
署
名
簿
を
回
覧
す
る
場
合
、

街
頭
で
行
う
場
合
1
1
tそ
の
他
、
方
法

の
い
か
ん
を
問
わ
ず
選
挙
に
関
す
る
署

名
は
、
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

候
補
者
以
外
の
者
が

開
く
演
説
会

特
定
の
候
補
者
の
選
挙
運
動
に
関
し

て
、
飲
食
物
を
提
供
す
る
こ
と
は
、
そ

れ
が
い
か
な
る
名
義
で
あ
っ
て
も
、
禁

止
さ
れ
ま
す
。

た
と
え
ば
、

①
候
補
者
が
、
重
署
員
な
ど
の
慰
労

の
た
め
に
酒
や
ビ
i
ル
を
与
え
る
こ
と
。

@
弟
三
者
が
、
い
わ
ゆ
る
陣
中
見
舞
い

と
し
て
候
補
者
な
ど
に
酒
や
料
理
を
提

供
す
る
こ
と
。

選
挙
運
動
の
た
め
の
演
説
会
開
催
は
、

候
補
者
自
身
が
行
う
個
人
演
説
会
以
外

は
、
認
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

で
す
か
ら
、
青
年
団
や
町
内
会
が
演

説
会
を
主
催
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

も
ち
ろ
ん
、
候
補
者
は
こ
の
よ
う
な
演

説
会
に
参
加
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

飲
食
物
の
提
供

ー

!
Jな
ど
の
飲
食
物
の
提
供
は
、
い
っ

さ
い
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

で
す
か
ら
、
選
挙
事
務
所
聞
き
に
、

酒
や
ビ

l
ル
な
ど
を
提
供
す
る
の
は
、

違
反
に
な
り
ま
す
。

た
だ
、
並
円
通
の
お
茶
や
む
茶
受
け
て

い
ど
の
菓
子
を
出
す
の
は
、
こ
の
限
り

で
あ
り
ま
せ
ん
。

連

日平

行
は
二

選
挙
運
動
の
た
め
に
「

O
O党
の
心

ム
氏
に
投
票
を
お
願
い
し
ま
す
」
な
ど
、

一
定
の
文
句
を
連
呼
す
る
行
為
は
、
原

則
と
し
て
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
演
説
会
場
や
街
頭
演
説
の

場
所
で
行
う
場
合
や
、
午
前
七
時
か
ら

午
後
八
時
ま
で
の
間
に
、
選
挙
運
動
の

た
め
に
使
用
す
る
自
動
車
の
上
で
連
呼

を
行
う
こ
と
は
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

三
善
・
八
多
喜
で

毎
月
十
日
に

万
人
権
相
談
所
d

を

開
設

昭
和
五
十
七
年
度
の
人
権
モ
デ
ル

地
区
に
、
大
洲
市
か
ら
三
善
、
八
多

喜
の
両
地
区
が
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

A
7
年
度
の
重
点
目
標
と
し
て

一
、
人
権
の
共
存

互
い
に
相
手
の
立
場
を
考
え
て

豊
か
な
人
間
関
係
を
つ
く
ろ
う
。

二
、
部
落
差
別
の
解
消

三
、
{
杢
睦
に
お
け
る
人
権
意
識
の
高

揚子
供
の
健
全
育
成
、
子
供
の
人

権
を
考
え
て
み
る
。

こ
れ
ら
の

H
擦
を
達
成
す
る
た
め

に
両
地
区
で
H

特
設
人
権
相
談
所
N

を
開
設
い
た
し
ま
す
。

相
談
に
は
、
松
山
地
方
法
務
局
、

む
よ
び
大
洲
市
の
人
権
擁
護
委
員
が

あ
た
り
ま
す
。

二
一
善
、
八
多
喜
地
医
の
人
で
人

権
に
つ
い
て
の
相
談
は
、
お
気
軽
に

こ
利
用
く
だ
さ
い
c

マ
相
談
口
は
、
毎
月
十
日
で
す
。
十
日

が
土
曜
、
日
曜
、
祭
日
の
場
合
は
翌
日
。

?
と
f

H

U

O
ヒ

r
5
h
r

¥
H
H
μ
1
H
(
1
日

曹
人

U
柱
、
場
所
は
次
の
と
わ
り
で
す
。

。
8
月
刊
日
八
多
喜
連
絡
所

。
9
月
日
日
二
一
再
連
絡
所

。
日
月
ロ
日
八
多
喜
連
絡
所

。
日
月
刊
日
万
一
迫
害
連
絡
所



(6) 

マさ

おおず

大
洲
市
を
考
え
る
百
人
委
員
会
発
足

広報自然の美しさを生かし観光都市づくりにつとめる。

住
み
よ
い
大
洲
市
を
つ
く
る
た
め
に
は
、
市
民
一
人
ひ
と
り
の
自
覚
と

全
て
の
市
民
が
参
加
し
、
英
知
の
結
集
が
必
要
で
す
。

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
大
洲
市
で
は
、
昭
和
五
十
七
年
度
の
市
政
推

進
の
重
点
目
標
と
し
て
H

地
域
の
特
性
と
伝
統
を
ふ
ま
え
た
産
業
の
振
興

と
シ
ス
テ
ム
化
の
推
進
H

を
掲
げ
、
大
洲
市
の
未
来
像
を
模
索
す
る
た
め

「
大
洲
市
を
考
え
る
百
人
委
員
会
し
を
今
年
度
よ
り
発
足
さ
せ
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。

七
月
八
日
午
後
一
時
三
十
分
よ
り
、
大
洲
市
農
協
に
お
い
て
関
係
者
二

百
人
が
集
ま
り
、
委
員
会
の
発
会
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
洲
市
の
現
状

そ
し
て
展
望

そ
し
て
大
洲
市
を
取
り
巻
く
情
勢
は
大

き
な
変
化
を
し
ま
し
た
。

市
制
施
行
時
、
四
万
六
千
八
百
人
の

人
口
は
、
減
少
し
続
け
一
時
は
三
万
七

千
三
百
人
(
昭
和
五
十
年
)
に
ま
で
な

り
ま
し
た
。
そ
れ
以
後
、
少
し
づ
っ
増

大
洲
市
は
、
昭
和
二
十
九
年
に
市
制

を
施
行
し
、
や
が
て
三
十
年
を
迎
え
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
間
、
わ
が
国

7月8日に行われた"大洲市を考える
百人委員会"の発会式

加
の
傾
向
を
み
せ
、
今
年
の
花
月
末
現

在
、
三
万
九
千
五
百
人
と
あ
と
少
し
で

四
万
人
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
凶
復
し
ま

し
た
。州
地
方
の
時
代
H

と
い
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
若
者
が
、
ま
た
、
住
ん
で
い
る
人

が
魅
力
を
感
じ
る
「
ま
ち
」
を
つ
く
る
に

は
、
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

大
洲
市
民
憲
章
に
も
、
H

市
♂
つ
く
り
の

権
利
と
責
任
が
市
民
一
人
ひ
と
り
に

あ
る
こ
と
を
お
互
い
に
自
覚
す
る
〆

と
あ
り
ま
す
。
ま
ち
♂
つ
く
り
は
、
行
政

側
の
問
題
で
な
く
、
ま
た
市
民
だ
け
の

問
題
で
も
な
い
は
ず
で
す
。
わ
た
し
た
ち

一
人
ひ
と
り
が
大
洲
市
の
あ
る
べ
き
姿

を
考
え
る
時
期
に
き
て
い
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

大
洲
市
を
考
え
る

百
人
委
員
会

こ
の
よ
う
な
時
代
に
、
大
洲
市
で
は
、

市
民
の
英
知
と
創
意
を
結
集
す
る
た
め

に
「
大
洲
市
を
考
え
る
百
人
委
員
会
し

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
す
。
委
員
会
は
、

市
民
の
代
表
者
百
六
十
人
で
構
成
さ
れ
、

市
民
が
取
り
組
む
方
向
や
課
題
に
つ
い

て
学
習
し
、
地
方
都
市
と
し
て
の
大
洲

市
の
あ
る
べ
き
姿
を
研
究
し
ま
す
。

委
員
は
、
農
業
、
商
工
観
光
機
関
、

団
体
お
よ
び
経
営
者
な
ど
か
ら
リ
ー
ダ

ー
と
し
て
活
動
の
で
き
る
人
を
大
洲
市

が
委
嘱
し
ま
す
。

数
百
年
の
伝
統
を
生
か
し
つ
つ
、
新

し
い
ま
ち
、
つ
く
り
を
実
現
す
る
こ
と
は
、

桜
め
て
凶
難
な
課
題
で
す
。
し
か
し
、

地
方
都
市
の
独
自
性
、
大
洲
市
の
よ
さ

を
生
か
し
H

水
と
緑
の
豊
か
な
理
想
郷
H

を
実
現
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

百
人
委
員
会
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

委
員
会
は
、
昭
和
五
十
七
、
八
年
度

の
二
年
間
を
活
動
の
期
間
と
し
ま
す
。

昭
和
五
十
七
年
度
は
、
中
央
の
講
師

な
ど
に
よ
る
講
演
会
を
中
心
に
学
習
し

ま
す
。
そ
し
て
、
昭
和
五
十
八
年
度
は
、

学
習
の
結
果
を
も
と
に
し
て
、
住
民
参

加
の
も
と
地
域
で
の
自
主
活
動
を
主
体

に
運
営
し
ま
す
。

今
年
度
の
日
程
は
表
の
と
お
り
で
す
。

講
師
そ
の
他
の
事
情
に
よ
り
変
更
す
る

場
合
は
、
そ
の
都
度
広
報
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

講
演
会
な
ど
の
行
事
に
は
、
委
員
は

も
と
よ
り
一
般
市
民
の
み
な
さ
ん
も
多

数
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

百
人
委
員
会
に
つ
い
て
の
お
問
い
合

わ
せ
は
、
市
農
業
開
発
課
百
人
委
員
会

事
務
局
ま
で
。

宮
④
2
1
1
1
内
線
2
1
8

月 日 時間 寸一 てず i薄 伺j

8 .25 13: 30~ !{司自街の魅力づくり 森戸 fJf 

(木) 17:00 
(地域総合計l肉j研究liil長)

ノJ' グルーフ~.5し f干しミ

9 . 4 農産物自由化と日本農業 加倉井 弘

(土)
// の将来 (NHK 角~I~~t 委IJ.)

やさい産地と流通 未定(県内講師)

10 . 5 大洲の「光」を「鋭」な去す ð~ J.!1 範子

(火)
// (地域総合計凶j研究所)

小グループ話し合い

11 . 7 9:00~ 愛媛新聞シンポジウム

(日) 16:00 
大洲市にわける商工イ本 未 A 
裂産業の振興

1 . 18 
農畜産物流通の問題点と 未 'λ一と」

対策
(火) " つ業〈る農業からうれる 合大分長県大山田]農業協同組

農ヘ

2 . 18 林業施策の現状と将来 水~-木 岩夫

(金)
ペン (予定・林政総合併究所理事)

地域農政の未来像 近回大洲市長

3 . 8 // シンポジウム

講演学習計画

会場:大洲市農業協同組合大ホール



η

コ
イ
、
が
泳
げ
る

おおず広報よい風習を育て、住みよい環境をつくる。

大
洲
・
喜
多
衛
生
事
務
組
合
の
し
尿

処
理
施
設
「
清
流
園
」
(
八
多
喜
)
に

こ
の
ほ
ど

J

二
次
処
理
施
設
内
が
完
成

し
、
六
月
十
四
日
、
関
係
市
町
村
な
ど

百
人
が
出
席
し
て
落
成
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。清
流
園
は
、
昭
和
三
十
七
年
に
大
洲

市
、
喜
多
郡
の
長
浜
町
、
内
子
町
、
五

十
崎
町
、
肱
川
町
の
一
市
四
町
が
大
洲

・
喜
多
衛
生
事
務
組
合
を
設
立
し
、
四

十
M
/
日
の
化
学
処
理
方
式
に
よ
る
し

尿
処
理
施
設
を
設
置
、
運
営
を
始
め
ま

し
た
。そ
の
後
、
河
辺
村
、
伊
予
郡
の
中
山

町
、
双
海
町
、
広
田
村
が
加
入
し
、
現

(7) 

在
約
十
万
人
の
し
尿
を
処
理
し
て
い
ま

す
。
こ
の
間
、
収
集
区
域
の
拡
大
、
施

設
の
処
理
能
力
の
不
足
、
老
朽
化
な
ど

に
よ
り
、
百
M
M
/
日
の
化
学
処
理
が
可

能
な
施
設
を
昭
和
四
十
七
年
度
か
ら
二

か
年
で
増
設
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
新
環
境
基
準
の
達
成
と
清

流
肱
川
の
水
質
保
全
を
目
的
と
し
て
、

昭
和
五
十
六
年
度
事
業
と
L
て
三
次
処

理
施
設
の
整
備
を
行
い
、
し
尿
処
理
放
流

水
に
万
全
を
期
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

三
次
処
理
施
設

今
回
完
成
し
た
一
一
一
次
処
理
棟
は
、
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
、
地
上
一
階
三
百 テープカットをする近因組合長。この施設は、

年金積立金還元融資施設です。

のブ合大 万定なイ的の理を全最 上肱色ーい基 いン加二 五処行前流えゾ十八

去る吉川目言語百合雲工葉君事安易雲山警官主き易手軽与湾柔耳嘉子京童三五亙五
Zッど喜、期をつ濃要。としコのしノj'(7J'(つにノ〆大結。わ、、好処円設い会附ま生方平
祝トが多十し実い度求ま経、ンヂ守尿でとい視にき果 よ寒気理ではまたもす蓋トメ方
いをオ衛時て施て)量た済益トエ排すほで覚なく 、 び在性は施、すめ併。置で lf
ま行ゾ生かわ、しは、)、運夜ロネ水。とも公り下放 砂凝酸二工総。てせま

主l'丞ZA2ムーEjZ努高JL平造 会i雪手町来 品差益葉江主自1長h空富器
C ゴ生組落す i't日寺、 H D "了わシ l施 変反い。たは 処殿理のま三完の成直過に槽
反袋合成。の自排~~能すごス機設 ら前わさ打、 理、方ーし億成養し径器法部
処置の式 管動水水化な、テ器は な後れらき法 をオ式次た八し魚、十な民主分
理り近に 理的量素学も処ムで、 いのるにれの 行ゾに、。千た実放 lfど槽二
施ア川は にに f 、 「 排験流のを、百

設 l組、 は測 仁 きれい窓肱111を守るために 7水を直放備オ二

清
流
へ
あ
と

歩
の
努
力

行
肱
川
を
き
れ
い
に
す
る
協
議
会
ο

よ
り

肱
川
流
域
の
住
民
、
県
、
市
町
村
、

関
係
機
関
が
一
体
と
な
っ
て
、

H

肱
川

の
総
合
的
浄
化
げ
に
取
り
組
も
う

と
、
六
月
十
八
日
、
中
央
公
民
館

で
「
肱
川
を
き
れ
い
に
す
る
協
議

会
L

に
関
係
者
六
十
人
が
集
ま
り

聞
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
協
議
会
は
、
「
肱
川
を
き

れ
い
に
す
る
計
両
」
の
推
進
母
体

と
し
て
、
昭
和
五
十
五
年
六
月
に

県
、
流
域
十
二
市
町
村
な
ど
が
中

心
と
な
り
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
今

年
で
一
二
年

H
を
迎
え
、
清
流
肱
川

を
守
り
、
流
域
住
民
の
生
活
環
境

を
守
る
た
め
活
動
し
て
い
ま
す
。

午
後
一
時
一
二
十
分
か
ら
聞
か
れ
、

昭
和
五
十
六
年
度
の
「
肱
川
を
き

れ
い
に
す
る
計
画
」
の
管
理
結
果
、

昭
和
五
十
七
年
度
の
運
動
重
点
推

進
日
標
、
ま
た
、
肱
川
を
き
れ
い

4
あ
い
さ
つ
を
す
る

近
回
協
議
会
会
長

に
す
る
運
動
に
対
す
る
提
言
、
意
見
の

発
表
が
あ
り
、
真
剣
な
討
議
が
な
さ
れ

ま
し
た
。

昭
和
白
年
度

行
肱
川
を
き
れ
い
に
す
る
運
動
H

重
点
推
進
目
標

1
、
地
域
ぐ
る
み
の
参
加
で
、
肱
川
の

山
川
掃
美
化
運
動
を
展
開
す
る
。

ソ
ペ
有
リ
ン
洗
剤
を
使
用
し
な
い
淫
動

を
す
す
め
て
い
く
0

3
、
し
尿
浄
化
惜
の
定
期
点
検
と
維
持

m
V
理
を
強
化
す
る
。

4
、
玄
同
時
ふ
ん
尿
処
理
対
策
と
し
て
土

壌
還
元
施
設
の
整
備
に
努
め
る
。

5
、
小
規
模
ド
ル
小
処
坦
施
設
の
早
期
設

置
を
検
討
し
、
推
進
す
る
0

6
、
水
資
源
を
大
切
に
し
、
ム
ダ
な
水

を
使
わ
な
い
運
動
を
推
進
す
る
。

ま
た
、
五
十
六
年
度
の
肱
川
の
水
質

管
理
結
果
で
は
、
明
ら
か
な
減
少
傾
向

は
認
め
ら
れ
な
い
が
、
計
画
当
初
に
比

べ
る
と
山
十
%
減
少
し
て
い
ま
す
。

か
け
が
え
の
な
い
H

肱
川
山
の
清
流

を
守
る
た
め
に
、
わ
た
し
た
ち
一
人
ひ

と
り
が
、
川
に
ゴ
ミ
を
捨
て
な
い
と
か
、

有
リ
ン
洗
剤
を
使
用
し
会
い
と
い
っ
た

今
す
ぐ
に
で
き
る
こ
と
か
ら
取
り
組
み

た
い
も
の
で
す
。



¥
k
fノ

ウ
サソ
切
っ

ゲ
ノ
ょ

を

門

し

草
均
タ
ま

雑
グ
，
J
J
J

害
行
し
瀞

有

駆

乗
者
の
み
な
さ
ん
、
ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
内

に
円
卓
に
乗
っ
た
ら
、
ま
ず
ベ
ル
ト
ノ
日

を

羽

長

つ

け

て

く

だ

さ

い

。

一

シ
i
ト

ベ

ル

ト

の

効

用

問

衝
突
事
故
な
ど
の
被
害
を
最
小
限
に
向

食
い
と
め
る
た
め
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は
向

ど
の
よ
う
な
効
力
を
発
揮
す
る
か
、
具
間

体

的

に

み

て

み

ま

し

ょ

う

。

市

@
フ
ロ
ン
ト
ガ
ラ
ス
や
車
内
の
突
起
物
内
セ
イ
タ
カ
ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ
な
ど
の
駆

に
頭
や
胸
を
強
打
す
る
こ
と
を
防
止
一
除
に
つ
い
て
は
、
毎
年
、
大
洲
市
、
九

パ

ー

や

同

乗

者

で

す

。

で

き

る

。

問

洲

市

青

年

協

議

会

な

ど

が

中

心

と

な

っ

車
に
乗
っ
て
い
て
τ

・
激
突
時
の
シ
ヨ

y
ク
に
よ
っ
て
、
車
問
で
公
共
地
を
主
体
に
駆
除
に
努
め
て
わ

っ
た
場
合
、
そ
の
翠

Z
防
止
し
た
り
外
に
は
じ
き
出
さ
れ
る
こ
と
を
防
止
吋

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

間
引
い
KUい
れ
リ
ト
は
、
大

U
H
u
r
F
U誌に
U
U
…
身
障
者
の

夏

は

一

暑

さ

に

よ

る

心

身

の

疲

労

に

く

、

車

外

に

避

難

で

き

る

。

…

国

鉄

運

賃

割

引

に

つ

い

て

加
え
で
レ
ジ
ャ
ー
や
帰
省
な
ど
で
マ
・
正
し
い
運
転
姿
勢
が
確
保
さ
れ
、
ハ
吋

イ
カ
!
の
利
用
が
増
え
、
毎
年
交
通
事
ン
ド
ル
操
作
が
確
実
に
な
る
。
明
身
体
障
害
者
が
国
鉄
を
利
用
す
る
場

故
が
増
加
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
@
体
が
固
定
さ
れ
る
か
ら
、
運
転
に
注
町
合
、
四
月
二
十
日
よ
り
、
身
体
障
害
者

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
八
月
は
っ
シ
意
力
が
集
中
し
、
ヵ
l
ブ
や
で
こ
ぼ
吋
手
帳
を
呈
示
す
る
だ
け
で
、
旅
客
運
賃

l
ト
ベ
ル
ト
著
用
推
進
運
動
」
が
全
国
こ
道
で
も
さ
ほ
ど
疲
れ
な
い
で
運
転
問
の
割
引
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

的

に

行

わ

れ

ま

す

。

ド

ラ

イ

バ

ー

や

同

で

き

る

。

仇

し

た

o

i
i
i
t
i
l
i
-
-
t
i
f
f
t
l
i
f
t
-
-
叫
こ
れ
に
と
も
な
い
、
手
帳
が
古
か
っ

許
可
申
請
、
道
路
に
つ
い
て
の
お
間
町
た
り
、
幼
少
時
に
交
付
を
受
け
た
ま
ま

い
合
わ
せ
は
次
の
と
こ
ろ
へ
。
吋
で
本
人
か
ど
う
か
確
認
が
で
き
な
い
も

V
国

道

日

号

線

問

-

建

設

省

大

洲

国

道

出

張

所

一

宮
④
3
2
5
3

町

・

建

設

省

大

洲

工

事

事

務

所

内

宮
④
5
1
8
5

叩

V
国

道

山

号

、

山

号

と

県

道

吋

八
幡
浜
地
方
局
建
設
部
管
理
課
問

宮
④
5
1
2
1

加

V
市

道

市

建

設

課

内

宮
④
2
1
1
1
内
線
2
7
7

同

り
ま
す
が
、
ま
だ
ま

だ
多
く
残
っ
て
お
り

ま
す
。セ
イ
タ
カ
ア
ワ
ダ

チ
ソ
ウ
や
ブ
タ
ク
サ

は
、
花
粉
が
ひ
き
起

す
と
い
わ
れ
て
い
る

ぜ
ん
そ
く
や
結
膜
炎
、

鼻
炎
な
ど
の
も
と
に

車に乗ったらまずベ、ルト

(8) 

“命の綱円

おおず

シートベルトは
あなたを守る

広報

な
り
ま
す
。

市
民
み
ん
な
の
協
力
で
有
害
植
物
を

駆
除
し
、
美
し
い
健
康
な
町
守
つ
く
り
を

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

8月 1 日 ~31 日
「シートベルト
着用推進運動」

の
に
つ
い
て
は
、
市
福
祉
事
務
所
で
再

交
付
の
子
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
私
鉄
パ
ス
な
ど
に
つ
い
て
は
、

今
ま
で
ど
わ
り
、
身
体
障
害
者
運
賃

割
引
証
書
が
必
要
で
す
。

詳
し
い
こ
と
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、

市
福
祉
事
務
所
援
護
係
ま
で
。

宮
④
2
1
1
1
内
線
2
4
6

てコ ;/ 
た昨 lあ

会竺ム空
約年 Jレiミ
四閉会，
十に皐車
%交需に
近 i忌?乗
く事与つ
は故ムて
、で、与い

ド亡土る
ラく JLと
イな UOき

暮
ら
し
を
支
え
る
H

縁
の
下
の
力
も
ち
H

道路

8
月
は
道
路
を
守
る
月
間

昭
和
五
十
七
年
度
の
愛
媛
夏
季
大
学

は
、
八
月
七
日
(
土
)
に
、
大
洲
市
民

会
館
大
ホ
1
ル
で
聞
か
れ
ま
す
。

講
師
は
、
上
智
大
学
教
授
で
国
語
学

者
の
金
田
一
春
彦
さ
ん
で
す
。

わ
た
し
た
ち
の
使
っ
て
い
る
「
日
本

語
し
を
こ
の
機
会
に
、
再
認
識
し
て
み

て
は
ど
う
で
す
か
。

O
日
時

8
月
7
日
午
後
1
時
泊
分
1

0
聴
講
料
二
百
円
。

8
月
7
日
に
夏
季
大
学

講
師
は
金
田
一
春
彦
さ
ん

通
勤
、
通
学
、
買
い
物
、
散
歩
、
ド

ラ
イ
ブ
|
|
わ
た
し
た
ち
の
日
常
生
活

は
、
道
路
な
し
で
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。

八
月
は
「
道
路
を
守
る
月
間
し
で
す
。

わ
た
し
た
ち
は
、
道
路
を
正
し
く
使
っ

て
い
る
で
し
ょ
う
か
。
次
の
こ
と
な
ど

に
は
、
充
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

V
道
路
に
商
品
、
立
看
板
、
自
動
販
売

器
な
ど
は
置
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

V
道
路
に
自
転
車
な
ど
を
放
置
し
な
い

で
く
だ
さ
い
。

V
道
路
の
上
空
に
、
看
板
、
日
除
け
を

設
置
す
る
場
合
は
、
基
準
に
合
っ
た
も

の
で
、
道
路
管
理
者
の
許
可
が
必
要
で

す
。
ま
だ
許
可
を
受
け
て
い
な
い
人
は
、

直
ち
に
許
可
子
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

わ
た
し
た
ち
の
道
路
で
す
。
み
ん
な

で
正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う
。



国
保
税
の
改
正

負
担
の
適
正
化
を

おおず広報

六
月
定
例
市
議
会
で
、
国
民
健
康
保

険
税
条
例
の
一
部
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
お
も
な
も
の
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

改
正
の
理
由

地
方
税
の
一
部
改
正
に
と
も
な
い
課

税
限
度
額
の
引
き
上
げ
と
低
所
得
者
層

に
対
す
る
負
担
の
軽
減
お
よ
び
応
能
応

益
割
の
負
担
割
合
を
適
正
基
準
に
す
る

た
め
税
率
の
調
整
を
図
る
も
の
で
す
。

課
税
額
の
き
め
方
と
改
正
点

保
険
税
は
、
次
の
四
項
目
に
つ
い
て

そ
れ
ぞ
れ
計
算
し
、
そ
の
合
計
額
を
一

年
間
の
税
額
と
し
ま
す
。

①
所
得
割
前
年
度
の
収
入
か
ら
一
定

額
を
控
除
し
、
そ
の
額
に
一
定
率
を

乗
じ
て
得
た
額
。

-
乗
じ
る
率
を
六
・
七
Mm
か
ら
六
・
五

三
%
に
改
正
し
ま
す
。

②
一
資
産
割
そ
の
年
の
固
定
資
産
税
額

(
土
地
・
家
屋
分
)
に
一
定
の
率
を

乗
じ
て
得
た
額
。

-
乗
じ
る
率
を
四
七
・
三
一
二
一
%
か
ら
四

五
・
二
%
に
改
正
し
ま
す
。

③
被
保
険
者
均
等
割
各
世
帯
の
被
保

険
者
数
に
応
ビ
て
、
一
人
当
り
い
く

ら
と
計
算
し
た
額
。

-
八
千
円
を
八
千
三
百
円
に
改
正
し
ま

す。

④
世
帯
別
平
等
割
各
世
帯
に
均
一
の

額
0

・
一
万
一
千
三
百
円
を
一
万
二
千
円
に

改
正
し
ま
す
。

保
険
税
の
目
霊
園
同
限
度
額

二
十
六
万
円
を
二
十
七
万
円
に
改
正

し
ま
す
。

減
額
措
置
の
拡
大

所
得
の
少
な
い
世
帯
に
対
し
て
、
軽

減
額
の
拡
大
を
図
り
ま
し
た
。

国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て
の
お
問

い
合
わ
せ
は
、
市
税
務
課
市
民
税
係
ま

で。

宮
④
2
1
1
1
内
線
2
1
7

木
引
税
の

相

談

日

昭
和
五
十
六
年
度
中
に
木
材
の
取
引
、

売
却
な
ど
で
、
素
材
の
所
有
権
な
ど
の

移
転
を
さ
れ
た
人
を
対
象
と
し
て
、
次

の
日
程
に
よ
り
H

申
告
納
税
相
談
H

を

実
施
し
ま
す
。

@ゆ伊ゆ伊ゆ伊ゆ伊ゆ勿ゆ
ψ
ゆ伊ゆ伊ゆ伊ゆ切。伊ゆ勿ゆ勿ゆ勿ゆ勿ゆ切。勿ゆ@OF伊の@の伊ゆ
ψ
ゆ伊ゆ
ψ
の勿ゆ
ψ
ゆ伊ゆ伊ゆ
ψ
の伊ゆ
0
0
伊ゆ
ψ
ゆ伊ゆ
ψ
の伊ゆ伊的ゐゆゆゆ
ψ
0
0
0
勿ゆ切。“OMV号制。伊ゆ
ψ
旬。。例的。。"的
v

。。ゅ
φ
0
0
ω
0
0
0
ゅの炉、制約印ゆ伊。。、
φ
o
a
d

紘
一
一
誕
百
懇
話
三
品
仲
間
市
7

み

ん

な

の

職

に

差

別

を

つ

け

た

り

、

在

の

賃

金

身

で

あ

る

こ

と

を

全

然

間

一

b
一
時
器
咽
湖
沼
騨
崎
監
静

i
〈

は

男

性

に

比

べ

て

差

が

あ

っ

た

り

す

る

と

言

い

ま

す

が

、

採

用

条

'

H
ぷ
那
珂
照
正
滑
氾
翠
m

M

し

あ

わ

せ

を

願

っ

て

ニ

と

も

あ

る

o

ま
ち
一
子
歴
や
出
身
学
校
責
任
で
な
い
本
籍
親
の

L
一

一

議

伊

議

事

霧

器

N

!

に
よ
る
差

u
iミ
ど
く
な
っ
て
い
活
水
準
・
家
族
状
況
な
ど

と

お

刊

誌

事

態

吋

言

及

山

町

③

就

職

の

差

思

る

わ

け

で

日

叫

さ

γ
に
封
建
時
代
て
と
り
あ
げ
ら
れ
る
こ
と

正

一

泊

の

身

分

制

度

が

っ

く

り

だ

し

た

被

差

別

つ

な

が

る

こ

と

に

な

る

の

家
芸
ま
一
時
中
学
校
の
社
会
科
教
科
書
に
、
次
の
わ
っ
て
く
る
も
の
で
あ
る
。
部
落
の
人
た
ち
に
対
す
る
差
別
晶
子
、
戦
就
職
の
機
会
均
等
が
完

か
一
時
よ
う
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。
現
代
社
会
で
は
、
封
建
制
度
の
社
会
前
か
ら
あ
っ
た
朝
鮮
人
に
対
す
る
差
別
れ
る
こ
と
が
同
和
問
題
解

豊
一
郎
「
子
供
や
高
齢
の
老
人
は
別
と
し
て
、
と
は
違
っ
て
、
す
べ
て
の
も
の
は
法
の
も
ま
だ
残
っ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
、
障
か
ぎ
の
ひ
と
つ
で
あ
る
と

¥
一
日
人
々
は
職
業
に
つ
き
、
そ
の
労
働
に
よ
下
に
平
等
で
あ
り
職
業
選
択
の
自
由
が
害
児
や
混
血
児
に
対
す
る
偏
見
な
ど
わ
そ
こ
で
、
進
路
指
導
に

M
一
四
っ
て
得
た
収
入
で
自
分
や
家
族
の
生
計
保
障
さ
れ
て
い
る
。
・
:
:
:
:
た
し
た
ち
の
身
の
ま
わ
り
は
、
多
く
の
人
た
ち
は
、
企
業
の
も
つ

羽
一
時
を
維
持
し
、
家
族
の
共
同
生
活
を
さ
さ
し
か
し
、
現
実
は
そ
の
と
わ
り
に
完
差
別
や
偏
見
が
存
在
し
て
い
る
。
」
を
打
破
し
、
採
用
に
当
た

酌
一
ザ
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
人
々
は
ま
た
、
全
に
保
障
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
教
科
書
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
人
の
能
力
や
そ
の
可
能
性

生
一
却
職
業
に
つ
い
て
、
知
識
を
深
め
、
技
能
就
職
の
際
や
、
ま
た
実
際
の
職
場
生
活
同
和
地
区
の
入
に
対
す
る
就
職
上
の
差
を
重
視
す
る
よ
う
企
業
に

一
一
を
身
に
つ
け
て
自
ら
の
個
性
を
の
ぱ
し
の
中
で
は
、
ま
だ
、
差
別
と
偏
見
の
間
別
が
完
全
に
な
く
な
っ
た
と
は
い
え
ま
同
和
地
医
の
生
徒
の
進
路

四

能

力

を

発

揮

す

る

。

し

た

が

っ

て

、

職

題

が

残

っ

て

い

る

。

せ

ん

。

で

い

ま

す

。

的
業
は
人
間
の
生
き
が
い
に
大
き
く
か
か
例
え
ば
、
家
庭
の
条
件
に
よ
っ
て
就
ほ
と
ん
ど
の
企
業
が
、
同
和
地
区
出

。。@ゆ
ψ
0
0
0
0
0
伊ゆ伊妙。ゅ
ψ
0
0
ゆ0
0
伊ゆ伊ゆ伊ゆ伊ゆゅの炉。ゅの伊
0
0
0
ψ
0
0
0
0
0
V
0
0
0
ψ

のψ
。ψ
0
0
0
ψ

旬ゅの伊旬伊の伊旬ゅのげのゅの
ψ
のωv
。ψ
の伊ゆ伊のゆゆ伊旬。ゅ
ψ
の伊ゆ伊ゆ伊ゆ伊紛争的伊わりの
ψ

旬。旬。。。。伊旬。的伽
φ
0
0
ゅの伊のゅの伊わ明日

(9) 

申
告
納
税
の
必
要
な
人

立
木
を
伐
採
し
、
最
初
に
素
材
を

引
き
取
っ
た
人
。
た
だ
し
、
伐
採
後

三
か
月
以
内
に
木
材
の
引
取
人
が
な

い
と
き
は
、
素
材
の
持
、
王
。

税
額
木
材
(
素
材
)
の
山
元
土
場
渡

し
価
格
の
二
パ
ー
セ
ン
ト
。

納
め
る
方
法
特
別
徴
収
義
務
者
(
山

主
)
が
最
初
の
引
取
人
か
ら
徴
収
し

て
納
付
す
る
。

相
談
日
・
時
間
三
善

(
9
時
1
ロ
時
)

以
外
は
、

9
時
か
ら
日
時
却
分
ま
で
0

・
平
野

8
月
日
日
(
月
)

-
南
久
米

8
月
日
日
(
火
)

・
菅
田

8
月
四
日
(
水
)

・
大
川

8
月
四
日
(
木
)

・
柳
沢

8
月
却
日
(
金
)

・

三

善

8
月
幻
日
(
土
)

・

新

谷

8
月
お
日
(
月
)

・
八
多
喜

8
月
担
日
(
火
)

・
上
須
戒

8
月
お
日
(
水
)

・
大
洲

8
月
お
日
(
木
)

8
月
幻
日
(
金
)

場
所
各
連
絡
所
、
大
洲
バ
刀
は
市
役
所

税
務
課
。

そ
の
他
当
日
、
都
合
の
悪
い
場
合
は
、

E

婁
可
り
の
連
絡
所
ま
た
は
市
役
所
税

務
課
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
い
こ
と
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、

市
税
務
課
ま
で
。

宮
④
2
1
1
1
内
線
2
1
3

た
買ば
い市こ
ま内は
しで
ょ
っ



川
川
山
Fi
 

おおず広報

2学期はもうすぐです

市民のひろば

春
の
緑
の
あ
ざ
や
か
さ
が
い
い
で
す

市民のひろば

叩

mm問
中
川
目
下
一
部
門
山
県
理
事

詩
襲
撃
謀
、
報

誌
で
目
的
課

tcl翠
⑪

川
県
出
国
市
山
下
融
市
場

mmぬ
ふ
一
川
県
一
帯
帯
端
、
潟
市

V
宮
崎
県
え
び
の
市
の
出
身
で
す
。
え

び
の
高
原
の
ふ
も
と
の
町
で
す
。

V
主
人
(
常
太
郎
さ
ん
)
と
は
、
大
阪

，
で
同
じ
職
場
だ
っ
た
の
で
、
知
り
あ
い

昭
和
四
十
六
年
に
結
婚
し
ま
し
た
。
し

ば
ら
く
大
阪
に
い
ま
し
た
が
、
主
人
が

長
男
で
す
の
で
、
昭
和
五
十
一
一
一
~
ヰ
に
大 大

川
・
八
河中

岡
静
代
さ
ん
(
日
歳

洲
に
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

V
子
供
は
、
長
女
文
美
代
(
小
四
)
、

長
男
憲
昭
(
小
こ
の
二
人
で
す
。

V
大
阪
か
ら
帰
っ
て
来
て
感
じ
た
の
は
、

山
が
迫
っ
て
い
る
し
、
険
し
い
こ
と
で

す
。
が
、
住
ん
で
み
ま
す
と
、
空
気
は

お
い
し
い
し
、
自
然
が
周
囲
に
あ
り
、

観
光
大
洲
、
夏
最
大
の
行
事
H

川
ま

つ
り
花
火
大
会
山
が
今
年
も
、
八
月
三

日
、
四
日
に
行
わ
れ
ま
す
。

大
洲
の
肱
川
で
な
け
れ
ば
み
ら
れ
な

い
豪
華
な
花
火
大
会
を
中
心
に
い
ろ
い

ろ
な
行
事
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

行
事
予
定
は
次
の
と
む
り
で
す
。

八
月
三
日
(
火
)

V
9
時
却
分
l
m
時
い
け
花
展
(
中

央
公
民
館
)
・
:
四
日
も
同
じ
場
所
で

V
日
時
1
神
事
(
住
吉
神
社
)

V
四
時
m山
八
刀

l
m
時
刊
日
分
か
が
り
火

燃
し
(
肱
川
)
四
日
も
同
時
問
、

v
m時
l
m時
ω分
花
火
大
会
(
肱

北
河
原
)

V
日
時
1
M
M時
野
外
ロ
ッ
ク
コ
ン
サ

ー

卜

(

緑

地

公

園

)

第

二

川

(

夏

の

部

)

は

、

八

月

末

日

八

月

四

日

(

水

)

が

締

切

り

で

す

の

で

、

ふ

る

っ

て

応

募

V
M
時
l
m時

ω分
人
気
キ
ャ
ラ
ク
く
だ
さ
い
。
作
品
は
カ
ラ
ー
で
、
ネ
ガ

タ
l
ぬ
い
ぐ
る
み
シ
ョ

l
(
肱
南
グ
を
添
え
て
く
だ
さ
い
。

ラ

ン

ド

)

送

り

先

市

商

工

観

光

課

v
m時
i
m時
却
分
花
火
大
会
(
肱
詳
し
く
は
、
市
商
工
観
光
課
ま
で
。

南

河

原

)

宮

④

2
1
1
1
内
線
2
2
5

す
ば
ら
し
い
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。

V
特
に
霧
深
い
冬
が
終
り
、
春
に
緑
の

色
が
あ
ざ
や
か
さ
を
増
す
時
期
が
好
き

で
す
。

V
現
在
、
主
人
と
二
人
で
、
国
道
一
九

七
号
線
沿
い
で
喫
茶
民
を
経
営
し
て
い

ま
す
。

V
も
う
少
し
時
聞
が
あ
り
、
子
供
た
ち

と
遊
べ
た
ら
い
い
の
で
す
が
:
:
:

マ
一
土
人
は
、
も
う
少
し
思
い
や
り
が
あ

れ
ば
満
点
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
す
が
・
・
・
:
・
。

観
光
大
洲

写
真
コ
ン
テ
ス
ト

円
春
の
部
ω

入
賞
者
決
ま
る

観
光
大
洲
の
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
η

春

の
部
山
の
入
賞
者
が
次
の
よ
う
に
決
り

ま
し
た
。

推
選
池
谷
瑞
(
松
山
市
)

持
選
一
川
肝
由
敬
(
若
宮
)

人
選
池
谷
瑞
(
松
山
市
)

佳
作
河
野
由
敬
(
持
古
)
新
幸
則

(
菅
田
)
日
肝
正
範
(
菅
田
)

亀
岡
次
朗
(
双
海
町
)
笠
井
俊
郎

(
柏
木
)
山
本
和
雄
(
菅
田
)

二
人
の
子
供
さ
ん
と

新
刊
図
書
案
内

子

規

の

夢

越

智

通

敏

著

大

陸

の

足

跡

石

田

武

著

さ

ま

よ

え

る

歌

集

梅

原

猛

著

ニ

ュ

ー

ト

ン

荻

原

明

男

著

原
色
口
本
昆
虫
生
態
図
鑑
保
育
社

未
来
を
め
ざ
す
P
T
A
藤
田
恭
平
編

ナ
ガ
サ
キ
の
証
言
鎌
田
定
夫
編

ヒ
ロ
シ
マ
の
母
の
遺
産
石
田
明
著

日
本
食
品
事
典
杉
田
浩
一
他
編

巨
大
地
震
は
始
ま
っ
て
い
る
正
村
史
朗
著

革
工
十
一
一
ム
の
技
法
坂
本
巨
摩
紀
著

俳

画

の

技

法

田

中

半

茶

著

染

色

の

技

法

田

中

清

香

著

日
本
近
代
建
築
の
歴
史村
松
貞
次
郎
著

遠

肝

物

語

考

高

橋

喜

平

著

功

、

大

好

き

木

村

柏

著

歯
医
者
へ
行
く
前
に
読
む
本
松
平
邦
夫
著

現
代
弓
道
講
座
全
七
巻
雄
山
間
出
版

代
表
作
時
代
小
説
日
本
文
芸
家
協
会

ア
リ
ス
の
国
の
殺
人
辻
真
先
著

冬

の

旅

人

赤

川

次

郎

著

看

護

婦

物

語

江

川

晴

著

菜
の
花
の
沖
①
司
馬
遼
太
郎
著

冬

銀

河

津

村

節

子

著

疑

惑

松

本

清

張

著

青
ざ
め
た
訪
佳
志
茂
田
景
樹
著

日

本

の

海

賊

村

正

護

著

恵
子
ゴ

l
・
オ
ン
笹
森
恵
子
著

キ
ャ
ン
パ
ス
へ
の
旅
木
元
教
子
著

父

へ

の

子

紙

窪

島

誠

一

郎

著

旅

の

こ

こ

ろ

山

本

健

吉

著

図

書

f 



lよ おおず

企今年度交流事業を実施
コミュニティ推進中央委員会
6月17日、中央公民館において大洲市コミュニ
ティ推進中央委員会総会が聞かれました。委員30
人が集まり、今年度の事業方針などを決めました。

今年度は幅広い活動をする意味て¥他市町村との

交流事業を実施することになりました。

広報ろ

一フ

ひ

メ

市民の

カ
v幼児ブールオープン
運動公園(平野町・野田)の幼児

プールが完成し、 7月 1日に水泳
プールとf井せてオープンしました。
当日、平野小、喜多保育所の児

童、園児が招かれ、プール開きを
主兄い、宇刀t永き、、に興さじていました。

(;f ろひ市民の)
 
-l
 
(
 

企ふるさと料理教室
と大洲の味、はどうですか
地方に伝わる日未を家庭の主婦にもレパートリー

の中に加えてもらおうととふるさと料理教室ミが

6月 9目、中央公民館で聞かれました。亀田ツヤ
子さんの指導で¥大洲名産の川がに、しいたけ、

よもぎなどを使い、大i1'i'1の日米に挑戦しました。

.....PTA大学を開校
昭和57年度のPTA大宇の開校式が、 6月16日
中央公民館で父母など 100人が出席して聞かれま

した。
小中学校のPTA会員などがテレビ番組を教材
に親のあり方、よい学習環境など子供を取り巻く問

題について、これ 7う、ら一年間学習します。

J

〈、~

令

+
 

H

愛
媛
県
警
察
の
歌

歌
詞
を
募
集

愛
媛
県
警
察
お
よ
び
警
察
学
校
の

創
立
百
周
年
を
記
念
し
て
、
愛
媛
県

警
察
本
部
で
は
~
県
警
察
の
歌
U

を

其
盆
点
し
て
い
ま
す
。

郷
土
え
ひ
め
の
治
安
を
守
る
警
察

官
の
情
熱
と
志
気
を
高
め
る
、
さ
わ

や
か
な
内
容
の
歌
詞
を
募
っ
て
い
ま

す。応
募
要
項

・
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
を
使
用
。

-
作
品
に
は
作
詞
者
の
氏
名
(
ふ
り

が
な
付
き
)
、
性
別
、
生
年
月
H
、

李
籍
、
住
所
、
職
業
、
勤
務
先
を

明
記
。

-
形
式
は
自
由
で
す
が
、
四
節
以
内

と
し
て
く
だ
さ
い
。

-〆切

8
月
初
日
(
ペ
口
消
印
有

効
)

-
送
り
先
お
よ
び
問
い
合
わ
せ
先

大
洲
市
大
洲
六
三
六

大
洲
警
察
署
宮
④
2
1
7
5

夏
休
み
期
間
中

子
供
、
お
年
寄
り
を
見
た
ら

除
行
運
転
に
心
が
け
ま
し
ょ
う

故事通
の-父
で
の
ま
内
末
市
月
洲
6
大

6月末 fli 年
J見 {f f， iJ 耳目

{牛 t{ 57 国5

負傷行 78 107 

死去 2 。



相談ごと案内
いずれも無料ですので、お気

車圭にご利用ください。

診交通事故相談

とき 8月 9日

8月20日

ところ 市役所第三会議室

砂人権相談

と き 8月20日 13日寺~16日寺

ところ 社会福祉協議会事務局

砂心配ごと相談

とき 8月 2日

8月10日

8月25目。

ところ 社会福祉協議会事務局

惨家庭児童相談

と き 毎日の執務時間中

ところ 大洲市福祉事務所

砂行政相談

と き 8月20日 10時一15日寺

ところ 中央公民館

急がれる時は電話で相談しで

くださし'0ft④3794 (玉木)
砂社会保険相談

とき 8 月 23 日 10時~16時

ところ 大洲商工会議所

担当松山社会保険事務所

砂不動産相談

と き 8月15日 9 時~16日寺

ところ 宅地建物取引業協会大

洲支部(常磐町側フジ、エ夕、、内)

砂何でも相談

と き 毎日の執務時間中

ところ

大洲隣保館(東大洲宮④6100)

大洲福祉会館(新谷宮⑤0947)

相談内容住民福祉に関し、生

活上の悩み、人権、交通事故

その他行政的悩み、苦情など。

(12) 

乳
幼
児

健

呈今
a .... 

おおず

実

施

日

該

当

者

8
月
3
日
(
火
)
昭
和
町
年
4
月
生
※

8
月
日
日
(
火
)
昭
和
町
年
1
月
生
※

8
月
ロ
日
(
木
)
昭
和
田
年
1
月
生

8
月
口
日
(
火
)
昭
和
田
年
8
月
生
※

8
月
但
日
(
火
)
昭
和
弘
年
7
月
生

※
は
肱
南
・
肱
北
地
区
の
み

受
付
時
間
日
時
出
分
l
v
H
時

実
施
場
所
大
洲
市
保
健
セ
ン
タ
ー

広報

成
人
病
の
予
防
検
診

お知らせ

脳
卒
中
、
心
臓
病
な
ど
の
成
人
病
予

防
検
診
を
次
の
よ
う
に
実
施
し
ま
す
。

実
施
日
と
場
所

8
月
4
日
(
水
)
田
処
公
民
館

8
月
5
日
(
木
)
蔵
川
中
学
校

8
月
出
日
(
木
)
新
谷
連
絡
所

らせ

10日手~15日寺

しまfお知らせ

8
月
幻
日
(
金
)
新
谷
連
絡
所

受
付
時
間

9
時
叩
分

1
日
時

3
土
寸

1
4土
寸

-
E
A
門

H
M

マ4
よ
円
n
H

検
診
内
容
問
診
、
結
核
検
診
、
尿
検

査
、
血
圧
測
定
、
貧
血
検
査
な
ど

※
検
診
料
は
無
料
で
す
。

結
核
健
康
診
断

次
の
日
程
で
実
施
し
ま
す
の
で
、
対

象
の
人
は
受
け
て
く
だ
さ
い
。

対
象
者
義
務
教
育
終
了
者
で
、
今
年

ま
だ
検
診
を
受
け
て
い
な
い
人
。

実
施
日
と
場
所

8
月
4
日
(
水
)
田
処
農
協

8
月
5
日
(
木
)
蔵
川
公
民
館

8
月
出
日
(
木
)
新
谷
連
絡
所

8
月
訂
日
(
金
)

受
付
時
間

9
時
加
分

1
日
時

3
土
寸

1
4
L
Z寸

ーム門口

1
i
円日

※
検
診
料
は
無
料
で
す
。

13日寺~16時

// 

開

目艮

検

診

視
力
障
害
者
の
た
め
に
次
の
日
程
で

開
眼
検
診
を
実
施
し
ま
す
。

日
時
8
月
6
日
(
金
)
叩
時
1
日
時

8
月
7
日
(
土
)
9
時
i
ロ
時

場
所
大
洲
市
立
肱
北
公
民
館

持
参
品
保
険
証
、
身
障
者
手
帳
、

医
師
松
山
赤
十
字
病
院
大
迫
医
師

※
検
診
料
は
無
料
で
す
。

そ
の
他
詳
し
く
は
、
福
祉
事
務
所
へ
o

E
④
2
1
1
1
内
線
2
4
6

8
月
1
日

8
月
8
日

8
月
日
日

8
月
ロ
日

8
月
却
日

9
月

5
日

大
洲
中
央
病
院

宮
④
4
5
5
1

ま
一
」
こ
ろ
の

U13 

弐J

お
く
り
も
の

金

一

封

五

郎

大

森

富

雄

金

一

封

若

宮

直

本

イ

ソ

ヱ

金

一

封

殿

町

品

田

修

三

金

一

封

北

只

佐

々

木

清

金

一

封

黒

木

栗

田

国

夫

十
七
万
一
千
七
百
円
(
大
洲
市
農
協

組
合
ま
つ
り
チ
ャ
リ
テ
ィ
!
の
収
益
金
)

若
宮
大
洲
市
農
業
協
同
組
合

大
洲
市
農
協
青
壮
年
部

大
洲
市
農
協
婦
人
部

(
指
定
配
分
)

金
一
封
(
原
稿
の
謝
礼
を
肱
北
地
反

社

協

へ

)

中

村

魚

谷

年

子

金
一
封
(
寄
付
金
を
大
洲
育
成
園
と

大
洲
学
園
へ
)
若
宮
吉
岡
友
睦

温
か
い
善
意
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
感
謝
を
こ
め
て
掲
載
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会

休日の漏水修理 しな yう〉

t員よノEki5員産寸 71~ ら 8 
月 日 当番業者 宜主 う は一月

8月1日 西日水道庖

しで、週 1
6 -0265 にすわ間日

8月8日 浜田ポンプ庖 4 -3086 
心。たはは

が i身Zしオk
8月15日 星加鉄工所 4 -0020 

けた水
1くは月8 るな壬ち士 の σ〉

8月22日 二原設備 4 -3783 
よと i庖日
うこ有 L間-〆〆 O の 1

8月29日 猪野水道工事庄
4 -2216 にろの こ 日3 -2813 

~月 5 日
しか貴重 での 日

淳山水道工事庖 4 -2583 まら す。 日

後

『

H
U
==ロ

大
人
に
と
っ
て
は
、
子
供
時
代
の
思

い
出
と
な
り
つ
つ
あ
る
H

夏
休
み
九

子
供
に
と
っ
て
、
年
に
一
度
時
閣
を

有
効
に
使
え
る
期
間
で
す
。
ま
た
、
非

行
に
走
る
の
も
こ
の
時
期
が
多
い
よ
う

で
す
。
で
き
れ
ば
、
何
か
を
し
た
の
だ

と
い
う
H

夏
休
み
H

で
あ
り
た
い
も
の

で

す

。

(

や

)
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